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研究テーマ
• 量子場の理論
• 無限次元代数の表現論
• 対称関数

研究テーマの概要
重力を含む相互作用の統一理論として有力視されている超弦理論は現在の所、最も包括的な理論
で、その性質を理解する事は現代科学の最大の課題の一つです。超弦理論の更なる理解に欠かせない
事は、その新しい幾何的構造及び代数的構造を把握することであると言えます。そこで、この根本に
ある数理的基本構造を解析する事を目的として研究を行っています。
これまでの研究テーマは主に、ヴィラソロ代数、Ｗ代数やアフィンリー代数などに代表される無限
次元代数の表現論およびそれらの対称性を持つ量子場の理論、つまり超弦理論、共形場理論、２次元
可解模型や位相的場の理論などの解析です。なかでも特に（量子変形）クニズニック‐ザモロドチコ
フ方程式、ジャック多項式やマクドナルド多項式、およびネクラソフ分配関数などの性質を調べてい
ます。
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